
鶴
岡
市
農
業
委
員
会
委

員
（
定
数

人
）
の
任
期

20

が

月

日
に
満
了
と
な

11

25

る
こ
と
か
ら
、
９
月
市
議

会
開
会
初
日
の
５
日
、
新、

委
員
の
任
命
が
提
案
さ
れ

全
員
賛
成
で
同
意
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
の
推
薦
及
び
応
募

が
①
一
般
推
薦
１
人
、
②

団
体
推
薦

人
、
③
応
募

16

３
人
の
計

人
が
あ
り
、

20

全
員
が
選
考
委
員
会
で
選

ば
れ
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
か
ら
委
員
に
な
っ
た

の
が
６
人
、
渡
部
長
和
会

長
ら
今
期
で
退
任
さ
れ
る

委
員
は

人
で
、
う
ち
２

15

人
が
委
員
か
ら
最
適
化
推。

進
委
員
に
代
わ
り
ま
し
た

任
期
は
３
年
。

２
０
１
５
（
平
成

）
27

年
の
農
業
委
員
会
法
「
改

正
」
で
、
公
選
制
か
ら
市

町
村
長
に
よ
る
任
命
制
に

変
わ
り
、
今
回
は
３
期
目

の
改
選
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
の
過
半
数
は

原
則
と
し
て
、
認
定
農
業

者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
利
害
関
係
を
有

、

し
な
い
者
（
中
立
委
員
）

」

を
１
人
以
上
含
め
る
と
さ

れ
、
今
回
は
２
人
で
す
。

主
に
合
議
体
と
し
て
の

意
思
決
定
を
行
う
農
業
委

員
と
は
別
に
、
担
当
区
域

に
お
け
る
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
の
推
進
の
た
め

の
現
場
活
動
を
行
う
「
農」

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
現

人
）
を
設
置
し
ま

31

す
。
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４

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

新
村
造
成
請
願(

続
き)

地
形
人
情

小
中
島
、
八
色
木
、
豊

栄
の
３
村
は
元
来
、
村
名、

を
異
に
す
る
と
い
え
ど
も

八
色
木
村
は
小
中
島
村
と

豊
栄
村
の
間
に
分
立
し
、

而
し
て
小
中
島
と
そ
の
距、

離
わ
ず
か
４
丁
に
過
ぎ
ず

豊
栄
へ
は
１
丁
に
満
た
な

い
村
落
な
り
。

た
だ
し
、
ま
た
こ
の
３

ヶ
村
は
密
接
な
、
離
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
理
由
が

あ
る
。

用
水
と
学
校
の
件
で
あ

る
。こ

の
３
村
は
因
幡
堰
の

末
水
に
し
て
耕
作
し
、
殊

に
年
々
夏
季
の
干
ば
つ
の

憂
い
あ
り
。

３
ヶ
村
共
同
し
、
一
致

し
て
事
を
図
り
、
緩
急
相

救
い
、
学
校
資
産
に
於
い

て
も
、
桑
畑
を
共
同
し
、

一
対
を
な
す
密
接
な
関
係

に
あ
り
、
是
３
ヶ
村
離
る。

べ
か
ら
ざ
る
所
以
で
あ
る

以
上
、
列
記
す
る
理
由

に
よ
り
て
、
３
ヶ
村
を
合

し
て
造
成
し
、
以
て
一
つ

の
自
治
体
と
な
る
こ
と
を

欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

長
沼
村
に
八
色
木
、
豊

栄
を
合
わ
せ
て
は
、
人
情

異
に
し
て
良
結
果
を
得
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た

小
中
島
村
を
藤
島
村
に
合

わ
せ
て
も
是
又
同
じ
に
し

、

。

て
永
遠
に
損
失
で
あ
る

依
っ
て
小
中
島
、
八
色

木
、
豊
栄
を
合
し
て
一
つ

の
新
村
を
造
成
す
べ
く
、

３
村
民
連
署
を
以
て
懇
願

奉
候
也
。

明
治

年
９
月

日

20

21

東
田
川
郡
八
色
木

半
澤
昭
祥

外
２
０
２
人

連
盟

山
形
県
知
事

紫
原
和
殿

こ
の
よ
う
な
新
村
造
成

願
を
出
し
た
が
、
容
易
に

県
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

な
ぜ
小
規
模
な
自
治
体

を
造
成
し
よ
う
と
し
た
の

か
は
、
願
書
に
も
あ
る
よ

う
に
、
灌
漑
用
水
が
因
幡

堰
の
末
流
で
あ
り
、
八
栄

島
地
区
の
揚
水
の
苦
労
は

大
変
な
も
の
で
あ
り
、
水

系
が
自
治
区
を
構
成
す
る

要
因
と
言
え
る
。

新
村
造
成
当
時
の
立
役

者
は
次
の
人
た
ち
で
あ
っ

た
。

、

八
色
木
＝
日
向
宇
兵
衛

鈴
木
利
右
衛
門
、
鈴
木
五

郎
右
衛
門
、
半
澤
昭
祥
、、

豊
栄
＝
成
田
仁
左
衛
門

日
向
伴
蔵
、
富
樫
徳
左
衛

門
、
布
川
重
七
、
日
向
嘉

、

、

右
衛
門
日
向
三
右
衛
門

、

小
中
島
＝
石
川
長
四
郎

林
玄
吉
、
石
川
代
松
、

八
栄
島
村
は
１
８
８
９

（

）

、

明
治

年
４
月
１
日

22

３
ヶ
村
の
区
域
を
も
っ
て

発
足
し
た
。

鶴
岡
市
農
業
委
員
３
期
目
の
改
選

９
月
市
議
会
で

人
を
同
意
可
決

20

９月議会で同意された鶴岡市農業委員

鶴岡市農業委員会委員 現職

1 五十嵐覚 関川 農業委員

2 工藤久子 藤島 農業委員

3 石塚治己 三瀬 農業委員

4 金野匡良 羽黒町猪俣新田 農業委員

5 石井光明 添川 農業委員

6 荻原優太 大山 農業委員

7 佐藤　晃 中清水 農業

8 菅原　仁 羽黒町赤川 農業

9 丸山伸一 羽黒町荒川 最適化推進委員

10 佐藤泰仁 馬町 最適化推進委員

11 佐藤治久 下小中 JA鶴岡理事

12 渡部　修 羽黒町高寺 JA庄内たがわ理事

13 原田政幸 福田 最適化推進委員

14 小林　博 黒川小在家 農業

15 田澤幸弘 下清水 最適化推進委員

16 阿部晃士 谷定 農業

17 鈴木　聡 松根 最適化推進委員

18 伊藤由紀子熊出 最適化推進委員

19 野村　恵 丸岡 自営aonosoraアオノソラ

20 松本典子 文園町 ㈱まんまーる代表取締役

退任する農業委員

1 佐藤康弘 新海町

2 坂東陽水 勝福寺

3 土岐善久 大広

4 大池典子 淀川町

5 阿部元成 面野山

6 髙橋好博 和名川

7 大沼恒司 長沼宮前

8 丸山成章 たらのき代

9 佐久間豊 西荒屋

10 小林義一 黒川成沢

11 佐藤みほ 熊出

12 渡部長和 東岩本

13 五十嵐覚 関川

※ 吉住喜之氏は最適化推進委員に

※ 新舘登氏は最適化推進委員に



「
庄
農
う
ど
ん
」
は
、

県
立
庄
内
農
業
高
等
学
校

で
食
品
加
工
を
学
ぶ
授
業

の
一
環
と
し
て
製
造
し
て

き
ま
し
た
。

食
感
と
の
ど
ご
し
の
良

さ
か
ら
地
域
で
人
気
の
商

品
で
す
。

藤
島
地
域
の
「
庄
内
農

業
高
等
学
校
地
域
連
携
事

業
」
と
し
て
、
出
羽
商
工

会
や
地
元
飲
食
店
が
応
援

し
、
こ
の
庄
農
う
ど
ん
を

味
自
慢
の
飲
食
店
９
店
舗。

が
メ
ニ
ュ
ー
化
し
ま
し
た

提
供
店

割
烹
春
月

白
藤
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

湯
の
沢
温
泉
地
蔵
の
湯

和
み
亭
お
り
づ
る

日
本
そ
ば
と
天
ぷ
ら
草
介

古
民
家
カ
フ
ェ
藤
の
家

味
の
兵
右
衛
門

長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯

期
間

９
月
１
日
（
金
）
か
ら

月

日
（
日
）
ま
で

10

15

毎
週

金
・
土
・
日の

７
週
間

方
々
は
、
汚
染
水
で
な
い

っ
て
こ
と
を
納
得
し
て
い

る
っ
て
こ
と
か
ネ
～
。

▲
し
か
し
、
海
の
放
出
先

の
濃
度
検
査
の
結
果
が
報

道
さ
れ
た
が
、
問
題
の
ト

リ
チ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
と
は
ど
う
い
う
こ

と
？
こ
れ
を
浄
化
出
来
な

い
か
ら
タ
ン
ク
に
貯
め
て

き
た
ん
だ
ろ
。
検
出
さ
れ

な
い
っ
て
こ
と
が
本
当
だ

と
し
て
も
可
笑
し
い
だ
ろ

う
と
俺
は
思
う
が
。

▲
日
本
の
物
は
買
わ
な
い

と
宣
言
し
た
国
へ
、
首
相

や
大
臣
が
こ
の
検
出
結
果

を
持
っ
て
話
し
合
い
に
行

っ
て
来
た
ら
良
い
じ
ゃ
な

い
の
？
科
学
的
に
こ
う
な

ん
だ
と
。
何
せ
大
き
い
だ

ろ
う
か
ら
中
国
へ
の
輸
出

は
。
物
も
金
も
。

▲
首
相
は
、
バ
イ
デ
ン
に

肩
を
抱
か
れ
て
言
う
事
を

聞
い
て
い
る
が
、
喧
嘩
し

て
い
る
よ
う
で
も
ア
メ
リ

カ
は
、
彼
の
国
に
行
っ
て

話
し
合
い
を
し
て
い
る
で

し
ょ
。
日
本
は
近
い
ん
だ

か
ら
、
早
い
と
こ
行
っ
て

語
ら
な
い
と
（
石
川
）

。

た
。
ど
な
た
も
知
っ
て
い

る
法
隆
寺
の
主
要
建
築
物

（
伽
藍
：
が
ら
ん
）
配
置

で
あ
る
。
講
堂
・
金
堂
と

五
重
塔
・
南
大
門
が
南
北

線
上
（

）
に
配
置
さ

赤
線

れ
て
い
る
。

な
お
金
堂
と
五
重
塔
が

並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
前

は
五
十
塔
の
後
に
金
堂
で

あ
っ
た
。
仏
舎
利
を
納
め

た
の
が
搭
で
あ
る
か
ら
中

心
で
あ
っ
た
。

郡
役
所
の
配
置
は
、
こ

れ
に
よ
っ
た
も
の
で
明
治

の
王
政
復
古
の
方
針
に
沿

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

東
田
川
史
跡
物
語青

山

崇

史
跡
配
置
の
特
色

に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

左
図
の
中
心
の
郡
役
所、

は
史
跡
の
南
端
に
あ
っ
て赤

正
面
玄
関
か
ら
の
直
線（

）
の
北
端
に
正
門
が
あ

線る
。
こ
れ
は
創
建
時
と
変

わ
ら
な
い
。
こ
の
配
置
が

逆
で
あ
れ
ば
、
史
跡
中
央

の
北
端
に
郡
役
所
が
あ
る

こ
と
に
。
し
か
し
当
時
の

「
国
道
」
な
ど
の
諸
事
情

が
す
で
に
あ
っ
て
や
む
を。

得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

こ
の
よ
う
な
配
置
は
、

古
代
の
役
所
や
寺
院
の
配

置
で
あ
る
。

右
図
は
一
例
と
し
て
、

法
隆
寺
伽
藍
配
置
を
あ
げ

事
報
告
書
』
を
参
考
に
、

各
建
造
物
に
つ
い
て
見
て

お
こ
う
。

個
々
の
前
に
そ
の
配
置

汚
染
水
と
処
理
水

こ
の
騒
ぎ
。
俺
に
川
柳

風
に
言
わ
せ
て
も
ら
え
れ

ば
「
汚
染
水

ア
ル
プ
ス

超
え
て
も

汚
染
水
、
ま
」

た
「
処
理
水
も

残
留
多

く

汚
染
水

「
処
理
水

」、

を

あ
の
国
納
得

し
て

」

、

な
い
ゼ
と
な
る
の
だ
が

こ
れ
が
大
臣
と
な
る
と
処
「

理
水
を

言
っ
て
は
な
ら

ぬ

汚
染
水
」
と
な
る
ん

だ
ナ
～
。
農
水
大
臣
の
歩、

き
な
が
ら
の
あ
の
一
言
に

国
中
で
噛
み
つ
い
て
い
る

状
態
だ
。

▲
汚
染
水
、
こ
の
一
言
に

首
が
掛
っ
て
い
る
よ
う
な

成
り
行
き
は
、
何
故
な
ん

だ
ろ
う
か
。
長
嶋
一
茂
さ

ん
も
問
題
に
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、
そ
ん
な
大
事
件

な
の
か
ネ
～
。
汚
染
水
と

は
日
本
で
は
禁
句
な
の
？

言
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
ど
っ

か
で
決
め
ら
れ
る
？
だ
と

す
れ
ば
、
処
理
水
を
き
れ

い
な
物
だ
と
大
臣
さ
ん
達

は
納
得
し
て
い
る
わ
け
？

大
臣
を
失
言
と
攻
撃
す
る

連
載
第
１
回
に
史
跡
の

航
空
写
真
を
掲
載
し
た
。

私
は
初
見
で
あ
っ
た
。

改
め
て
『
保
存
修
理
工


